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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２の無線アクセス技術、ＲＡＴ、ネットワークを介して通信するように構
成されたユーザ機器、ＵＥ、におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断することと、
　前記ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲ
ＡＴネットワークに同調することと
　を備え、
　動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値よりも大きい場合、前記ＵＥによっ
て維持された１つまたは複数の制御ループをリセットするためにシステム取得を実行する
ことによって前記第１のＲＡＴネットワークの別の基地局との動作を再開することと、
　動作を中断してから経過した時間が前記第１のしきい値を下回る場合、システム取得を
実行することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再開すること
と、
　システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数の機能の実行
の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることと
　によって特徴づけられる、方法。
【請求項２】
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
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送する送信のし損なった復号を検出することと、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
きい場合、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション、ＬＴＥ、を備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続、ＣＤＭＡ、１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ、ＧＳＭ、ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム、ＵＭＴＳ、ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　第１および第２の無線アクセス技術、ＲＡＴ、ネットワークを介して通信するように構
成されたユーザ機器、ＵＥ、におけるワイヤレス通信のための装置であって、請求項１－
５に記載の方法のうちの任意の１つを実行するための手段を備える、装置。
【請求項７】
　第１および第２の無線アクセス技術、ＲＡＴ、ネットワークを介して通信するように構
成されたユーザ機器、ＵＥ、におけるワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が
、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断することと、前記ＵＥをターゲ
ッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲＡＴネットワークに
同調することと、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値よりも大きい場合、
前記ＵＥによって維持された１つまたは複数の制御ループをリセットするためにシステム
取得を実行することによって前記第１のＲＡＴネットワークの別の基地局との動作を再開
することと、動作を中断してから経過した時間が前記第１のしきい値を下回る場合、シス
テム取得を実行することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再
開することと、システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数
の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
【請求項８】
　前記プロセッサが、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
送する送信のし損なった復号を検出することと、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号することと
　を行うように構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記プロセッサが、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
きい場合、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げること
　を行うように構成された、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション、ＬＴＥ、を備える、請求項７に記
載の装置。
【請求項１１】
　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続、ＣＤＭＡ、１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ、ＧＳＭ、ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム、ＵＭＴＳ、ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、請求項
７に記載の装置。
【請求項１２】
　第１および第２の無線アクセス技術、ＲＡＴ、ネットワークを介して通信することが可
能なユーザ機器、ＵＥ、におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであっ
て、請求項１－５に記載の方法のうちの任意の１つを実行するために１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行可能なコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１２年２月１６
日に出願された米国仮特許出願第６１／５９９，８４９号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、概して、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、動作
を中断した後に第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：radio access network）中で
動作を再開するときのパフォーマンスを改善するための技法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストデータなどの様々な通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有す
ることによって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得
る。そのような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネッ
トワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]いくつかの技法は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）のいくつかの周波数帯
域上での動作のために確立された要件に準拠するワイヤレスデバイス動作モードを与える
ように設計されている。１つのそのような技法は、拡張ネットワーク（たとえば、ロング
タームエボリューション－ＬＴＥネットワーク）のサービスと地理的に重複するサービス
を提供するレガシーネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ２０００　１ｘ、または単に「１
ｘ」ネットワーク）からボイスサービスを受信するワイヤレスデバイスを伴う。
【０００５】
　[0005]ボイス呼に関与しないとき、単一無線デバイス（たとえば、ユーザ機器－ＵＥ）
は、非ボイスデータサービスを取得するために拡張ネットワークに同調し、次の１ｘボイ
ス呼をシグナリングするページング送信について監視する。ボイス呼中に、送信および受
信が拡張ネットワークで中断される。したがって、この技法の制限は、単一無線デバイス
が１ｘボイスセッションと非ボイスデータセッションとを同時に処理できないということ
である。
【０００６】
　[0006]いくつかのデバイスは、複数の無線（ＲＦチェーン）の使用によって複数の無線
アクセスネットワーク（ＲＡＮ）を介して同時に通信することが可能であり得る。これら
のデバイスは、様々なネットワークに単一の無線を同調することによって課される制限の
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多くを回避することが可能であり得るが、依然として、たとえば、コストおよび電力消費
の増加に関して様々な課題が存在し得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワー
クを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方
法が提供される。本方法は、概して、第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断
することと、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために第２の
ＲＡＴネットワークに同調することと、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい
値を下回る場合、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワークの基地局
との動作を再開することと、システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１
つまたは複数の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとること
とを含む。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様では、第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワー
クを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装
置が提供される。本装置は、概して、第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断
するための手段と、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために
第２のＲＡＴネットワークに同調するための手段と、動作を中断してから経過した時間が
第１のしきい値を下回る場合、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワ
ークの基地局との動作を再開するための手段と、システム取得を実行することなしに動作
が再開されるとき１つまたは複数の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のア
クションをとるための手段とを含む。
【０００９】
　[0009]本開示の一態様では、第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワー
クを介して通信することが可能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装
置が提供される。本装置は、概して、第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断
することと、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために第２の
ＲＡＴネットワークに同調することと、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい
値を下回る場合、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワークの基地局
との動作を再開することと、システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１
つまたは複数の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとること
とを行うように構成された少なくとも１つのプロセッサを含む。
【００１０】
　[0010]本開示の一態様では、命令を記憶したコンピュータ可読媒体を備える、第１およ
び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して通信することが可能なユーザ
機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品が提供される
。これらの命令は、概して、第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断すること
と、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために第２のＲＡＴネ
ットワークに同調することと、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を下回
る場合、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作
を再開することと、システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは
複数の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることとを行う
ために、１つまたは複数のプロセッサによって実行可能である。
【００１１】
　[0011]本開示の上述の特徴を詳細に理解することができるように、添付の図面にその一
部が示される態様を参照することによって、上記で簡単に要約したより具体的な説明が得
られ得る。ただし、その説明は他の等しく有効な態様に通じ得るので、添付の図面は、本
開示のいくつかの典型的な態様のみを示し、したがって、本開示の範囲を限定するものと
見なされるべきではないことに留意されたい。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】[0012]複数のワイヤレスネットワークが重複するカバレージを有する例示的な展
開を示す図。
【図２】[0013]ユーザ機器（ＵＥ）と他のネットワークエンティティとのブロック図。
【図３Ａ】[0014]本開示のいくつかの態様による、第２のＲＡＴネットワークに離調した
後に、ＵＥが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークとの動作をどのように再開
し得るかを示す例示的なコールフロー図。
【図３Ｂ】本開示のいくつかの態様による、第２のＲＡＴネットワークに離調した後に、
ＵＥが第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークとの動作をどのように再開し得る
かを示す例示的なコールフロー図。
【図４】[0015]本開示のいくつかの態様による、中断された動作からの再開時に様々なル
ープおよびアルゴリズムがどのように処理され得るかの例示的な実装形態を示す図。
【図５】[0016]本開示のいくつかの態様による、第２のＲＡＴネットワークに離調した後
に、第１のＲＡＴネットワーク中で動作を再開するためにＵＥによって実行され得る例示
的な動作を示す図。
【図６】[0017]本開示のいくつかの態様による、第２のＲＡＴネットワークに離調した後
に、離調した時間量とドップラー推定値とに基づいて、第１のＲＡＴネットワーク中で動
作を再開するためにＵＥによって実行され得る例示的な動作を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0018]本開示の態様は、たとえば、第２のＲＡＮ中で測定を実行するために動作を中断
した後に第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）中で動作を再開するときにパフォー
マンスを改善するのに役立ち得る技法を提供する。
【００１４】
　[0019]複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークをサポートする単一の無線を用
いるＵＥは、異なるＲＡＴネットワーク間で単一のＲＦチェーンを共有しなければならな
い。一例として、単一の無線ＵＥは、同時にＬＴＥネットワークとＣＤＭＡ（１ｘ）ＲＡ
Ｔネットワークの両方の中でアクティブに通信することが可能でない。単一の無線設計は
、バッテリー電力消費量の改善を達成するのを助ける。しかしながら、ＬＴＥデータ呼が
アクティブである間にＵＥが１ｘボイスページを周期的に監視しなければならないときに
問題が生じる。
【００１５】
　[0020]１ｘへのＲＦ同調時間中に、ＬＴＥ呼はほぼ中断され、これは、ネットワークに
よって予想され得ない、ＬＴＥ　ＵＥ機能の中断をもたらし得る。これは、再開時にＬＴ
Ｅ呼に多くの悪影響を有し得る。たとえば、ＵＥは、一般に、チャネル推定、ドップラー
推定、自動利得制御（ＡＧＣ：automatic gain control）、周波数タイミングなどを実行
するために、いくつかの制御アルゴリズムを維持する。動作を中断した後にＬＴＥに戻る
と、これらのループはリセットされ、収束するのに時間がかかるので、かなりの遅延が経
験され得る。
【００１６】
　[0021]本開示の態様は、ＲＡＴネットワーク中で動作を再開するとき、たとえば、アイ
ドル状態からフル状態に（たとえば、ＬＴＥアイドル状態からＬＴＥフル状態に）ＵＥ状
態が変更されるとき、様々な制御ループの収束の速度を改善するのに役立ち得る技法を提
供する。本技法は、従来のＵＥ挙動と比較して、１ｘネットワークへの離調（tune-away
）の後の再開時における変更に関与し得る。提案された変更は、たとえば、「ＬＴＥアイ
ドル」から「ＬＴＥフル」へ状態が変更されるとき、様々な制御ループの収束の速度を改
善し得る。
【００１７】
　[0022]本技法は、たとえば、回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ：Circuit-switched f
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allback）プロシージャの一部としてＵＥがＬＴＥネットワーク中で動作を中断するとき
に利用され得る。ＣＳＦＢは、一般に、いくつかの状況では、デバイスがロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）ネットワークにキャンプインされる（camped in）ときにモバ
イルデバイス（ＵＥ）にボイスサービスを配信する技法を指す。これは、ＬＴＥネットワ
ークが、ボイスサービスをネイティブにサポートせず、１ｘネットワークなど、ボイスサ
ービスを異なるタイプのネットワークに依拠する必要があるときに必要とされ得る。重複
するカバレージをもつＬＴＥネットワークおよび１ｘネットワーク（たとえば、ＣＤＭＡ
またはＧＳＭ（登録商標））は、トンネルインターフェースを使用して接続され得る。Ｕ
Ｅは、トンネルインターフェースを介してメッセージを１ｘコアネットワークと交換する
ことによって、ＬＴＥネットワーク上にある間に、１ｘネットワークに登録し得る。
【００１８】
　[0023]ユーザがモバイル発信（ＭＯ）呼を行うか、またはモバイル着信（ＭＴ）呼を受
信すると、ＵＥは、呼設定プロシージャを開始することによって、その呼のためにＵＥが
離れつつあることをＬＴＥネットワークに通知し得る。その後、呼の間、すべてのボイス
データが１ｘネットワークを介して送信および受信される。同時に、ＬＴＥネットワーク
上での送信および受信が一時的に中断される。
【００１９】
　[0024]本開示の態様について、理解を容易にするために限定ではなく具体的な適用例と
して、ユーザ機器（ＵＥ）がＣＳＦＢについて１ｘネットワークとＬＴＥネットワークと
をサポートすることが可能であるマルチモードシステムに関して説明する。
【００２０】
　[0025]しかしながら、本明細書で説明する技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）および他のネットワークなど、様々
なワイヤレス通信ネットワークのために使用され得ることを当業者は認識するであろう。
「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤ
ＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：universal terrestr
ial radio access）、ｃｄｍａ２０００などの無線アクセス技術（ＲＡＴ）を実装し得る
。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形形
態を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格
をカバーする。ＩＳ－２０００は、１ｘ無線伝送技術（１ｘＲＴＴ）、ＣＤＭＡ２０００
　１Ｘなどとも呼ばれる。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム
（ＧＳＭ（登録商標）：global system for mobile communications）、ＧＳＭ進化型高
速データレート（ＥＤＧＥ：enhanced data rates for GSM evolution）、またはＧＳＭ
／ＥＤＧＥ無線アクセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）などのＲＡＴを実装し得る。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：evolved UTRA）、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ：ultra mobile broadband）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０
２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのＲＡＴを実装し得る。ＵＴＲＡおよ
びＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ：universal mobi
le telecommunication system）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）は、ダウンリンク上ではＯＦ
ＤＭＡを利用し、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを利用するＥ－ＵＴＲＡを使用する
ＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ
－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する
団体からの文書に記載されている。ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パート
ナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている。
本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネットワークおよびＲＡＴ、ならびに他の
ワイヤレスネットワークおよびＲＡＴのために使用され得る。明快にするために、本技法
のいくつかの態様について以下ではＬＴＥおよび１ｘＲＴＴに関して説明する。
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【００２１】
　[0026]図１に、複数のワイヤレスネットワークが重複するカバレージを有する例示的な
展開を示す。発展型ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１
２０は、ＬＴＥをサポートし得、いくつかの発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１２２と、ユーザ
機器（ＵＥ）のためのワイヤレス通信をサポートすることができる他のネットワークエン
ティティとを含み得る。各ｅＮＢは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。
「セル」という用語は、このカバレージエリアにサービスするｅＮＢおよび／またはｅＮ
Ｂサブシステムのカバレージエリアを指すことができる。サービングゲートウェイ（Ｓ－
ＧＷ）１２４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０と通信し得、パケットルーティングおよびフォワ
ーディング、モビリティアンカリング、パケットバッファリング、ネットワークトリガ型
サービスの開始などの様々な機能を実行し得る。モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）
１２６は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０とサービングゲートウェイ１２４と通信し得、モビリテ
ィ管理、ベアラ管理、ページングメッセージの配信、セキュリティ制御、認証、ゲートウ
ェイ選択などの様々な機能を実行し得る。ＬＴＥにおけるネットワークエンティティは、
公開されている「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）　ａｎｄ　Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　（Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ）；　Ｏｖｅｒａｌｌ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．
３００に記載されている。
【００２２】
　[0027]無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１３０は、１ｘＲＴＴをサポートし得、い
くつかの基地局１３２と、ＵＥのためのワイヤレス通信をサポートすることができる他の
ネットワークエンティティとを含み得る。モバイル交換センター（ＭＳＣ）１３４は、Ｒ
ＡＮ１３０と通信し得、ボイスサービスをサポートし、回線交換呼のルーティングを行い
、ＭＳＣ１３４によってサービスされるエリア内に位置するＵＥのモビリティ管理を実行
し得る。相互作用機能（ＩＷＦ：inter-working function）１４０は、ＭＭＥ１２６とＭ
ＳＣ１３４との間の通信を可能にし得る。１ｘＲＴＴ中のネットワークエンティティは、
３ＧＰＰ２から公に入手可能な文書に記載されている。
【００２３】
　[0028]Ｅ－ＵＴＲＡＮ１２０、サービングゲートウェイ１２４、およびＭＭＥ１２６は
、ＬＴＥネットワーク１０２の一部であり得る。ＲＡＮ１３０およびＭＳＣ１３４は、１
ｘＲＴＴネットワーク１０４の一部であり得る。簡単のために、図１には、ＬＴＥネット
ワークおよび１ｘＲＴＴネットワーク中のいくつかのネットワークエンティティのみを示
す。ＬＴＥおよび１ｘＲＴＴネットワークは、様々な機能およびサービスをサポートし得
る他のネットワークエンティティをも含み得る。
【００２４】
　[0029]概して、任意の数のワイヤレスネットワークが所与の地理的エリア中に展開され
得る。各ワイヤレスネットワークは、特定のＲＡＴをサポートし得、１つまたは複数の周
波数上で動作し得る。ＲＡＴは、無線技術、エアインターフェースなどと呼ばれることも
ある。周波数は、キャリア、周波数チャネルなどと呼ばれることもある。各周波数は、異
なるＲＡＴのワイヤレスネットワーク間での干渉を回避するために、所与の地理的エリア
中の単一のＲＡＴをサポートし得る。
【００２５】
　[0030]ＵＥ１１０は、固定でも移動でもよく、移動局、端末、アクセス端末、加入者ユ
ニット、局などと呼ばれることもある。ＵＥ１１０は、セルラー電話、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップト
ップコンピュータ、コードレス電話、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり
得る。
【００２６】
　[0031]電源投入時に、ＵＥ１１０は、通信サービスを受信することができるワイヤレス



(8) JP 6246738 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

ネットワークを探索し得る。２つ以上のワイヤレスネットワークが検出された場合、ＵＥ
１１０をサービスするために、最高優先順位をもつワイヤレスネットワークが選択され得
、サービングネットワークと呼ばれることがある。ＵＥ１１０は、必要な場合、サービン
グネットワークへの登録を実行し得る。ＵＥ１１０は、次いで、サービングネットワーク
とアクティブ通信するために接続モードで動作し得る。代替的に、ＵＥ１１０は、アクテ
ィブ通信がＵＥ１１０によって必要とされない場合、アイドルモードで動作し、サービン
グネットワークにキャンプオン（camp on）し得る。
【００２７】
　[0032]ＵＥ１１０は、アイドルモードにある間、複数の周波数および／または複数のＲ
ＡＴのセルのカバレージ内に位置し得る。ＬＴＥでは、ＵＥ１１０は、優先順位リストに
基づいてキャンプオンするために周波数とＲＡＴとを選択し得る。この優先順位リストは
、周波数のセットと、各周波数に関連するＲＡＴと、各周波数に割り当てられた優先順位
とを含み得る。たとえば、優先順位リストは、３つの周波数Ｘ、ＹおよびＺを含み得る。
周波数Ｘは、ＬＴＥのために使用され得、最高優先順位を有し得、周波数Ｙは、１ｘＲＴ
Ｔのために使用され得、最低優先順位を有し得、周波数Ｚも、１ｘＲＴＴのために使用さ
れ得、中間優先順位を有し得る。概して、優先順位リストは、ＲＡＴの任意のセットのた
めの任意の数の周波数を含み得、ＵＥロケーションに固有であり得る。ＵＥ１１０は、た
とえば、上記の例によって与えられたように、ＬＴＥ周波数が最高優先順位にあり、他の
ＲＡＴのための周波数がより低い優先順位にある優先順位リストを定義することによって
、利用可能なときに、ＬＴＥを選好するように構成され得る。
【００２８】
　[0033]ＵＥ１１０は、次のようにアイドルモードで動作し得る。ＵＥ１１０は、標準シ
ナリオにおいて「好適な」セルを見つけることが可能であるか、または緊急シナリオにお
いて「許容できる」セルを見つけることが可能であるすべての周波数／ＲＡＴを識別し得
、ただし、「好適である」および「許容できる」は、ＬＴＥ規格において指定されている
。ＵＥ１１０は、次いで、すべての識別された周波数／ＲＡＴの中で最高優先順位をもつ
周波数／ＲＡＴにキャンプオンし得る。ＵＥ１１０は、（ｉ）周波数／ＲＡＴが所定のし
きい値においてもはや利用可能でないか、または（ｉｉ）より高い優先順位をもつ別の周
波数／ＲＡＴがこのしきい値に達するかのいずれかまで、この周波数／ＲＡＴにキャンプ
オンしたままであり得る。アイドルモードにあるＵＥ１１０のためのこの動作挙動は、公
開されている「Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　（Ｅ－ＵＴＲＡ）；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　（ＵＥ）　ｐ
ｒｏｃｅｄｕｒｅｓ　ｉｎ　ｉｄｌｅ　ｍｏｄｅ」と題する３ＧＰＰ　ＴＳ３６．３０４
に記載されている。
【００２９】
　[0034]ＵＥ１１０は、ＬＴＥネットワーク１０２からパケット交換（ＰＳ）データサー
ビスを受信することが可能であり得、アイドルモードにある間にＬＴＥネットワークにキ
ャンプオンし得る。ＬＴＥネットワーク１０２は、ボイスオーバーインターネットプロト
コル（ＶｏＩＰ）の制限されたサポートを有し得るか、またはＶｏＩＰのサポートを有し
得ず、それは、しばしばＬＴＥネットワークの初期展開の場合であり得る。制限されたＶ
ｏＩＰサポートにより、ＵＥ１１０は、ボイス呼のために別のＲＡＴの別のワイヤレスネ
ットワークに転送され得る。この転送は回線交換（ＣＳ）フォールバックと呼ばれること
がある。ＵＥ１１０は、１ｘＲＴＴ、ＷＣＤＭＡ、ＧＳＭなどのボイスサービスをサポー
トすることができるＲＡＴに転送され得る。ＣＳフォールバックを用いた呼発信の場合、
ＵＥ１１０は、初めに、ボイスサービスをサポートし得ないソースＲＡＴ（たとえば、Ｌ
ＴＥ）のワイヤレスネットワークに接続されるようになり得る。ＵＥは、このワイヤレス
ネットワークを用いてボイス呼を発信し得、上位レイヤシグナリングによって、ボイス呼
をサポートすることができるターゲットＲＡＴの別のワイヤレスネットワークに転送され
得る。ＵＥをターゲットＲＡＴに転送するための上位レイヤシグナリングは、様々なプロ
シージャ、たとえば、リダイレクションを用いた接続解放、ＰＳハンドオーバなどのため
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のものであり得る。
【００３０】
　[0035]図２に、図１のＵＥ１１０、ｅＮＢ１２２、およびＭＭＥ１２６の設計のブロッ
ク図を示す。ＵＥ１１０において、エンコーダ２１２は、アップリンク上で送られるべき
トラフィックデータとシグナリングメッセージとを受信し得る。エンコーダ２１２は、ト
ラフィックデータとシグナリングメッセージとを処理（たとえば、フォーマット、符号化
、およびインターリーブ）し得る。変調器（Ｍｏｄ）２１４は、符号化されたトラフィッ
クデータとシグナリングメッセージとをさらに処理（たとえば、シンボルマッピングおよ
び変調）し、出力サンプルを与え得る。送信機（ＴＭＴＲ）２２２は、出力サンプルを調
整（たとえば、アナログ変換、フィルタ処理、増幅、および周波数アップコンバート）し
、アップリンク信号を生成し、アップリンク信号はアンテナ２２４を介してｅＮＢ１２２
に送信され得る。
【００３１】
　[0036]ダウンリンク上で、アンテナ２２４は、ｅＮＢ１２２および／または他のｅＮＢ
／基地局によって送信されたダウンリンク信号を受信し得る。受信機（ＲＣＶＲ）２２６
は、アンテナ２２４からの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、周波数ダウ
ンコンバート、およびデジタル化）し、入力サンプルを与え得る。本開示のいくつかの態
様によれば、追加の受信機は、追加の基地局、たとえば、異なる、重複するネットワーク
に関連する基地局からの信号に関して同様のプロセスを実行し得る。復調器（Ｄｅｍｏｄ
）２１６は、入力サンプルを処理（たとえば、復調）し、シンボル推定値を与え得る。デ
コーダ２１８は、シンボル推定値を処理（たとえば、デインターリーブおよび復号）し、
ＵＥ１１０に送信された復号されたデータおよびシグナリングメッセージを与え得る。エ
ンコーダ２１２、変調器２１４、復調器２１６、およびデコーダ２１８はモデムプロセッ
サ２１０によって実装され得る。これらのユニットは、ＵＥ１１０が通信中であるワイヤ
レスネットワークによって使用されるＲＡＴ（たとえば、ＬＴＥ、１ｘＲＴＴなど）に従
って処理を実行し得る。
【００３２】
　[0037]コントローラ／プロセッサ２３０は、ＵＥ１１０における動作を指示し得る。コ
ントローラ／プロセッサ２３０はまた、本明細書で説明する技法の他のプロセスを実行ま
たは指示し得る。コントローラ／プロセッサ２３０はまた、図３および図５のＵＥ１１０
による処理を実行または指示し得る。メモリ２３２は、ＵＥ１１０のプログラムコードお
よびデータを記憶し得る。メモリ２３２はまた、優先順位リストと構成情報とを記憶し得
る。
【００３３】
　[0038]ｅＮＢ１２２において、送信機／受信機２３８は、ＵＥ１１０および他のＵＥと
の無線通信をサポートし得る。コントローラ／プロセッサ２４０は、ＵＥとの通信のため
の様々な機能を実行し得る。アップリンク上では、ＵＥ１１０からのアップリンク信号が
、アンテナ２３６を介して受信され、受信機２３８によって調整され、さらにコントロー
ラ／プロセッサ２４０によって処理されて、ＵＥ１１０によって送られたトラフィックデ
ータおよびシグナリングメッセージが復元され得る。ダウンリンク上では、トラフィック
データおよびシグナリングメッセージが、コントローラ／プロセッサ２４０によって処理
され、送信機２３８によって調整されて、ダウンリンク信号が生成され、ダウンリンク信
号はアンテナ２３６を介してＵＥ１１０および他のＵＥに送信され得る。コントローラ／
プロセッサ２４０はまた、本明細書で説明する技法の他のプロセスを実行または指示し得
る。コントローラ／プロセッサ２４０はまた、図３および図５のｅＮＢ１２２による処理
を実行または指示し得る。メモリ２４２は、基地局のプログラムコードおよびデータを記
憶し得る。通信（Ｃｏｍｍ）ユニット２４４は、ＭＭＥ１２６および／または他のネット
ワークエンティティとの通信をサポートし得る。
【００３４】
　[0039]ＭＭＥ１２６において、コントローラ／プロセッサ２５０は、ＵＥの通信サービ
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スをサポートするために様々な機能を実行し得る。コントローラ／プロセッサ２５０はま
た、図３および図５のＭＭＥ１２６による処理を実行または指示し得る。メモリ２５２は
、ＭＭＥ１２６のプログラムコードおよびデータを記憶し得る。通信ユニット２５４は、
他のネットワークエンティティとの通信をサポートし得る。
【００３５】
　[0040]図２に、ＵＥ１１０、ｅＮＢ１２２、およびＭＭＥ１２６の簡略化された設計を
示す。一般に、各エンティティは、任意の数の送信機、受信機、プロセッサ、コントロー
ラ、メモリ、通信ユニットなどを含み得る。他のネットワークエンティティも同様の方法
で実装され得る。
【００３６】
離調後の再開処理の改善
　[0041]本開示の態様は、たとえば、第２のＲＡＮ中で測定を実行するために動作を中断
した後に第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）中で動作を再開するときにパフォー
マンスを改善するのに役立ち得る技法を提供する。本明細書で提示する技法は、特に、ネ
ットワーク間で単一のＲＦチェーンを共有するＵＥに適用可能であり得る。
【００３７】
　[0042]上記のように、場合によっては、たとえば、コストを低減するために、サイズを
低減するために、および電力消費量を制限するためにデバイスが単一のＲＦチェーンで動
作することが望ましいことがある。そのような場合、単一のＲＦチェーンが、複数のＲＡ
Ｔネットワーク間で、たとえば、パケット交換（ＰＳ）サービスのためのＬＴＥネットワ
ークと回線交換（ＣＳ）サービスのための１ｘネットワークとの間で共有され得る。した
がって、ＬＴＥ技術および１ｘ技術（たとえば、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、またはＵＭＴＳ）が
同時にアクティブになることが可能でないことがあり得る。
【００３８】
　[0043]上記のように、ＬＴＥデータ呼がアクティブである間にＵＥが１ｘボイスページ
を周期的に監視するときに問題が生じ得る。１ｘへのＲＦ同調時間中に、ＬＴＥ呼はほぼ
中断され得、これは、ネットワークによって予想され得ない、ＬＴＥ　ＵＥ機能の中断を
もたらし得る。これは、中断された動作からの再開時にＬＴＥ呼に対する多くの悪影響を
有し得る。１つのＲＦチェーンで動作するデバイスのこのアーキテクチャ／アルゴリズム
は、一般に、中断ＬＴＥ（ＳＬＴＥ：suspended LTE）として知られている。
【００３９】
　[0044]中断された動作からの再開時におけるＬＴＥ呼への影響を最小限に抑えるために
、本開示のいくつかの態様は、１ｘネットワークへの脱調（tune out）の後の再開時のＵ
Ｅにおける挙動変更を実装するための技法を提供する。挙動変更は、「ＬＴＥアイドル」
から「ＬＴＥフル」へ状態が変更されるとき、様々なループの収束の速度を改善し得る。
【００４０】
　[0045]一般に、動作を再開するときＵＥが様々な制御ループの各々をどのように扱うか
は、いくつかのファクタのうちの１つまたは複数に依存し得る。これらのファクタに応じ
て、ＵＥは、（たとえば、フルシステム取得を実行することなしに動作が中断された前と
同じ状態を仮定すると）これらの制御ループを再開するか、または（たとえば、システム
取得を介してデフォルトリセット値に）制御ループをリセットし得る。
【００４１】
　[0046]本明細書で提示する技法は、（たとえば、フルシステム取得を介してデフォルト
値で）これらの制御ループをリセットするのではなく、ＲＡＴネットワークまたはＲＡＮ
中で動作を再開するときに制御ループの前の状態を使用することが妥当であるときをＵＥ
が認識することが可能であり得る可能性を利用する。これは、動作がどのくらい長く中断
されたかに少なくとも部分的に基づき得る。たとえば、短い持続時間の間のみ動作が中断
された場合、制御ループの前の状態を再開することが妥当であり得、これにより、チャネ
ル状態が大幅に変更されていないと仮定することが妥当になり得る。
【００４２】
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　[0047]この概念は、本開示のいくつかの態様による、中断された動作からＬＴＥネット
ワークとの動作をＵＥ１１０が再開するときの例示的なコールフローを示す図３Ａおよび
図３Ｂを参照して理解され得る。
【００４３】
　[0048]最初に図３Ａを参照すると、ＵＥ１１０が（ｅＮＢ１　３２２を介して）ＬＴＥ
ネットワークにキャンプオンされると仮定する。ＬＴＥネットワークはボイスサービスを
サポートし得ないので、ＵＥ５０２は、（５１０において）ＬＴＥネットワークとの動作
を中断し、モニタに１ｘネットワーク５０６に同調してＵＥ５０２をターゲッティングす
るページングメッセージを監視する必要があり得る。場合によっては、ＵＥは、ＬＴＥネ
ットワークを介して１ｘページを実際に受信し得、その場合、ＵＥは、１ｘページを受信
した後に動作の中断だけをし得る。本明細書で提示する技法は、動作が中断されるいずれ
の場合にも利用され得る。
【００４４】
　[0049]図３Ａに示すように、しばらくして、ＵＥは、ＬＴＥネットワークとの動作を再
開する。動作を中断してから経過した時間量がしきい値よりも小さい場合、ＵＥ１１０は
、システム取得を実行することなしにＬＴＥネットワークとの動作を再開し得る。この場
合、ＵＥは、動作がはるかに迅速に再開され得るように様々な制御ループの前の状態を利
用して、パフォーマンスを改善し得る。
【００４５】
　[0050]実際のしきい値は、特定の動作状態に応じて変動し得る。たとえば、ある場合に
は、しきい値は５秒程度であり得、これは、ＵＥがセル境界にわたって移動するのに十分
な時間である。一方、ＵＥが（たとえば、ドップラー推定値によって示されるように）迅
速に移動している場合、しきい値はより小さくなり、たとえば、１秒程度であり得る。場
合によっては、ドップラー推定値が小さい場合（たとえば、３０Ｈｚ以下程度）、比較的
高い時間しきい値が使用され得、またはドップラー推定値が大きい場合（たとえば、１０
０Ｈｚ以上程度）、比較的低い時間しきい値が使用され得る。
【００４６】
　[0051]一方、図３Ｂに示すように、ＵＥがＬＴＥネットワーク中で動作を再開し、動作
を中断してから経過した時間量がしきい値よりも大きい場合、ＵＥ１１０は、別のＢＳを
探索し、システム取得を実行し得る。図示の例では、ＵＥは、ｅＮＢ２　４２２を発見し
、それとのシステム取得を実行し、制御ループがリセットされることになることを意味す
る。
【００４７】
　[0052]以下でより詳細に説明するように、しきい値の特定の設定は変動し得るが、一般
に、ほとんど悪影響なしに制御ループの前の状態を仮定することが妥当である値に設定さ
れ得る。たとえば、その時間量中にチャネル状態が大幅に変更される可能性がないと仮定
すると、時間は数ミリ秒に設定され得る。時間以外の考慮事項も考慮され得る。たとえば
、ＵＥが（たとえば、ドップラー推定値によって示されるように）迅速に移動している場
合、より短いしきい値期間の間ＵＥが動作を中断していた場合にシステム取得が実行され
得る。また、異なる制御ループが正確にどのように処理されるか（リセットされるか、ま
たは再開されるか）も異なる実装形態によって異なり得る。
【００４８】
　[0053]図４に、本開示のいくつかの態様による、１つのそのような実装形態について中
断された動作からの再開時にどのくらい様々なループおよびアルゴリズムが処理され得る
かを示す。従来のシステムでは、様々なループおよびアルゴリズムの大部分は、現在の状
態が適切であり得るかどうかを顧慮せずに、再開時にリセット状態に設定され得る。言い
換えれば、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージについて動作を監視するた
めに１ｘネットワークに同調するのが完了すると、ＵＥは、ＬＴＥネットワークの別の基
地局を探索するためにＬＴＥネットワークの取得動作（すなわち、リセット状態）を開始
し得る。しかしながら、ＵＥが、再開時に依然としてＬＴＥネットワークの元のサービン
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グ基地局の範囲内にあり得るので、取得動作を開始することが常に必要とされるとは限ら
ないことがある。
【００４９】
　[0054]いくつかの態様によれば、たとえば、接続モードでの測定ギャップ（たとえば、
６ｍｓのギャップ）の後のＵＥ挙動と同様に再開時に様々なループおよびアルゴリズムを
実装することが望ましいことがある。言い換えれば、リセット状態を使用して実行するの
ではなく、（前の状態を使用して）再開された状態から実行する、すなわち、ＵＥが（前
の状態を使用して）ＬＴＥネットワークの元のサービング基地局との動作を再開すること
が望ましいことがある。しかしながら、図４に示すように、リセット状態を実行するか、
または再開状態を実行するかを決定するときに、ＵＥが元のサービング基地局との動作が
中断されたままである時間の長さ（tau：タウ）が検討され得る。
【００５０】
　[0055]たとえば、タウがしきい値（たとえば、２．５６ｓであり得るしきい値２）より
も大きい場合、ＵＥがＬＴＥネットワークの元のサービング基地局の範囲内にもはやない
ことがあるので、リセット状態が実行され得る。いくつかの態様によれば、タウがしきい
値２よりも大きい場合、あらゆるループ／アルゴリズムがフル取得を介してリセットされ
得る。この実装形態に続くアルゴリズムは、ドップラー推定、自動利得制御低雑音増幅器
（ＡＧＣ　ＬＮＡ：automatic gain control low noise amplifier）と、ＡＧＣデジタル
可変利得増幅器（ＤＶＧＡ：digital variable gain amplifier）と、周波数追跡ループ
（ＦＴＬ：frequency tracking loop）回転子と、受信機リサンプラと、送信機位相ロッ
クループ（ＰＬＬ）と、送信機リサンプラと、ＦＴＬ信号対雑音比（ＳＮＲ）推定と、時
間トラッキングループ（ＴＴＬ：time tracking loop）と、スペクトル効率とに適用され
得る。
【００５１】
　[0056]別の例として、タウがしきい値（たとえば、１６ｍｓのしきい値１）よりも小さ
い場合、前の状態を使用して動作が再開され得る。しかしながら、タウがしきい値１より
も大きいが、別のしきい値（たとえば、２．５６ｓのしきい値２）よりも小さい場合、リ
セット状態が使用され得る。いくつかの態様では、タウがしきい値２よりも大きい場合、
あらゆるループ／アルゴリズムがフル取得を介してリセットされ得る。この実装形態に続
くアルゴリズムは、チャネル推定コヒーレントおよび非コヒーレントエネルギーＩＩＲ状
態などの様々なアルゴリズムに適用され得る。
【００５２】
　[0057]いくつかの態様によれば、「中断」持続時間内にスケジュールされたので、物理
ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）復号またはＳＩＢ変更のためのシステム情報ブロ
ック（ＳＩＢ）復号をし損なった（missed）場合、ＵＥが中断された動作から再開すると
すぐに（たとえば、動作を再開した後直ちに）、ＵＥはＰＢＣＨ／ＳＩＢ１復号を再スケ
ジュールし得る。これにより、潜在的な無線リンク障害が回避され得る。
【００５３】
　[0058]さらに、中断された動作中に長い時間が経過した場合、ＵＥは、再開時に様々な
イベントトリガリングの速度を上げ得る。言い換えれば、タウがしきい値よりも大きい場
合、ＵＥは、ＬＴＥ上での再開時に測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げ
得る。これは、中断された動作の間１ｘネットワーク上で費やされる長い時間期間による
信号品質のさらなる低下または接続状態での遅延ハンドオーバを防ぎ得る。場合によって
は、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げるためのしきい値は、無線リン
ク障害（ＲＬＦ）を生じ得る、報告サイクルのし損ないを回避するために比較的低い値（
たとえば、５０ｍｓ程度）に設定され得る。
【００５４】
　[0059]図５に、本開示のいくつかの態様による、無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワ
ーク（たとえば、ＬＴＥネットワーク）との動作を再開するための例示的な動作５００を
示す。動作５００は、たとえば、第１および第２のＲＡＴネットワークを介して通信する
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ことが可能なＵＥによって実行され得る。
【００５５】
　[0060]５０２において、ＵＥは、第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断し
得る。５０４において、ＵＥは、ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監
視するために第２のＲＡＴネットワーク（たとえば、１ｘネットワーク）に同調し得る。
【００５６】
　[0061]５０６において、ＵＥは、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を
下回る場合、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワークの基地局との
動作を再開し得る。５０８において、ＵＥは、動作を再開するときに１つまたは複数の機
能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとり得る。
【００５７】
　[0062]場合によっては、アクションは、動作が中断されなかった場合に行われたであろ
うよりも早くメッセージ（ＳＩＢまたは他のメッセージなど）を復号することを含み得る
。１つの特定の例では、ＵＥは、通常動作では、指定された時間にＳＩＢを復号するよう
にスケジュールされ得る。しかしながら、ＵＥが中断中にＳＩＢ復号をし損なったとＵＥ
が判断する場合、動作を再開した後にＵＥは、通常の動作の下でＵＥが復号したであろう
よりも早くＳＩＢを復号し得る。１つの特定の例では、ＵＥは、通常の動作の下で次の指
定された時間になるまで待つのではなく、次の利用可能な機会にＳＩＢを復号する。
【００５８】
　[0063]場合によっては、動作を中断してから経過した時間が第２のしきい値よりも大き
い場合、アクションは、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げることを含
み得る。場合によっては、所与の時間期間中に測定が報告されない場合、ネットワークは
無線リンク障害（ＲＬＦ）を宣言し得る。したがって、ある程度の時間量の間（たとえば
、５０ｍｓ程度）動作を中断したすぐ後に測定報告をトリガリングすることは、ＲＬＦを
回避するのに役立ち得る。
【００５９】
　[0064]上記で説明したように、場合によっては、動作がどのくらい長く中断されたかを
単に検討するのではなく、ＵＥが他のファクタをも検討し得る。たとえば、ＵＥは、ＵＥ
がどのくらい速く移動しているかを検討し得、ＵＥがどのくらい速く移動しているかは、
動作を中断する前に生成されるドップラー推定値によって少なくともある程度まで示され
得る。
【００６０】
　[0065]図６に、時間とドップラー推定値の両方を検討する、無線アクセス技術（ＲＡＴ
）ネットワーク（たとえば、ＬＴＥネットワーク）との動作を再開するためにＵＥが実行
し得る例示的な動作６００を示す。
【００６１】
　[0066]動作６００は、６０２において開始し、ＵＥは、第１のＲＡＴネットワークの基
地局との動作を中断する。６０４において、ＵＥは、ＵＥをターゲッティングするページ
ングメッセージを監視するために第２のＲＡＴネットワークに同調する。６０６において
、ＵＥは、動作を中断する持続時間と動作を中断する前のドップラー推定値とに基づいて
、システム取得を実行することなしに第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を再開
すべきか否かを判断する。
【００６２】
　[0067]様々な制御アルゴリズムの前の状態を使用してＲＡＴネットワーク中で動作を再
開することによって、ＵＥがそれを適切であると見なす場合、ＵＥは、パフォーマンスを
改善し動作の再開の速度を上げ得る。
【００６３】
　[0068]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
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磁波、磁界もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによ
って表され得る。
【００６４】
　[0069]さらに、本明細書の開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして
実装されるかは、特定の適用例および全体的なシステムに課せられた設計的制約に依存す
る。当業者は、説明された機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのよ
うな実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００６５】
　[0070]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジュール、
および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積
回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）もしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構
成要素、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組
合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得る
が、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイス
の組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそ
のような構成として実装され得る。
【００６６】
　[0071]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る
。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末内に常駐
し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内に個別構成要素として
常駐し得る。
【００６７】
　[0072]１つまたは複数の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装さ
れる場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に
記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読
媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒
体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎
用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。
限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは
他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラム
コード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまた
は汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えること
ができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソ
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フトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（ｄｉ
ｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レー
ザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多用途ディ
スク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）およびブル
ーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、デー
タを磁気的に再生し、ディスク（ｄｉｓｃ）は、データをレーザーで光学的に再生する。
上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６８】
　[0073]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作製または使用する
ことができるように与えられているものである。本開示への様々な修正は当業者には容易
に明らかとなり、本明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱す
ることなく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明された
例および設計に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴に
合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して通信することが可
能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断することと、
　前記ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲ
ＡＴネットワークに同調することと、
　動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を下回る場合、システム取得を実行
することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再開することと、
　システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数の機能の実行
の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
送する送信のし損なった復号を検出することと、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号することと
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
きい場合、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げること
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　動作を中断してから経過した前記時間が前記第１のしきい値よりも大きい場合、
　前記第１のＲＡＴの基地局を用いてシステム取得を実行すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ６］
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　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ（ＧＳＭ）ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に
記載の方法。
［Ｃ７］
　第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して通信することが可
能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断するための手段と、
　前記ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲ
ＡＴネットワークに同調するための手段と、
　動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を下回る場合、システム取得を実行
することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再開するための手
段と、
　システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数の機能の実行
の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとるための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ８］
　１つまたは複数のアクションをとるための手段が、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
送する送信のし損なった復号を検出するための手段と、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号するための手段と
　を備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ９］
　１つまたは複数のアクションをとるための手段が、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
きい場合、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げるための手段
　を備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１０］
　動作を中断してから経過した前記時間が前記第１のしきい値よりも大きい場合、前記第
１のＲＡＴの基地局を用いてシステム取得を実行するための手段
　をさらに備える、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を備える、Ｃ７に記載の
装置。
［Ｃ１２］
　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ（ＧＳＭ）ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７に
記載の装置。
［Ｃ１３］
　第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して通信することが可
能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、方法が、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断することと、前記ＵＥをターゲ
ッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲＡＴネットワークに
同調することと、動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を下回る場合、シス
テム取得を実行することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再
開することと、システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数
の機能の実行の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることとを行うよう
に構成された少なくとも１つのプロセッサと、
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　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと
　を備える、装置。
［Ｃ１４］
　前記プロセッサが、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
送する送信のし損なった復号を検出することと、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号することと
　を行うように構成された、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記プロセッサが、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
きい場合、測定報告のためのイベントトリガリングの速度を上げること
　を行うように構成された、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記プロセッサが、
　動作を中断してから経過した前記時間が前記第１のしきい値よりも大きい場合、前記第
１のＲＡＴの基地局を用いてシステム取得を実行すること
　を行うように構成された、Ｃ７に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を備える、Ｃ７に記載の
装置。
［Ｃ１８］
　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ（ＧＳＭ）ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ７に
記載の装置。
［Ｃ１９］
　第１および第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークを介して通信することが可
能なユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品で
あって、
　前記第１のＲＡＴネットワークの基地局との動作を中断することと、
　前記ＵＥをターゲッティングするページングメッセージを監視するために前記第２のＲ
ＡＴネットワークに同調することと、
　動作を中断してから経過した時間が第１のしきい値を下回る場合、システム取得を実行
することなしに前記第１のＲＡＴネットワークの前記基地局との動作を再開することと、
　システム取得を実行することなしに動作が再開されるとき１つまたは複数の機能の実行
の速度を上げるために１つまたは複数のアクションをとることと
　を行うために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能な命令を記憶したコンピュ
ータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２０］
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を中断してから経過した前記時間中に最初にスケジュールされたシステム情報を搬
送する送信のし損なった復号を検出することと、
　前記検出に応答して最初にスケジュールされたよりも前のシステム情報を搬送する送信
を復号することと
　を備える、Ｃ１９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２１］
　１つまたは複数のアクションをとることが、
　動作を再開するとき、動作を中断してから経過した前記時間が第２のしきい値よりも大
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　を備える、Ｃ１９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２２］
　前記命令が、
　動作を中断してから経過した前記時間が前記第１のしきい値よりも大きい場合、前記第
１のＲＡＴの基地局を用いてシステム取得を実行すること
　を行うようにさらに実行可能である、Ｃ１９に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２３］
　前記第１のＲＡＴがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）を備える、Ｃ１９に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２４］
　前記第２のＲＡＴが、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）１ｘＲＡＴと、Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ（ＧＳＭ）ＲＡＴと、ユニバーサルモバイルテレコミ
ュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）ＲＡＴとのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１９
に記載のコンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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